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1） 当該医薬品の医療機関への販売の仕方と医療関係者との関わり 
まずは、当該医薬品の医療機関への販売の仕方について、企業の動向を整理する。ここでは、特に

営業担当である医薬情報担当者29の動きに着目し、当該医薬品をめぐる医療機関への販売の仕方を整

理する。なお、当時の医薬情報担当者の具体的な行動を把握することは困難であるため、ここでは医

薬情報担当者で構成される営業体制と、活用していた営業ツールという 2 つの項目に焦点を当てた検

証を行うものとする。 
 
① 営業体制 

当時の医薬情報担当者の数を推定したものが下図である。なお推定作業においては、ミドリ十字の

社員名簿上の営業部門の人員数から営業管理部門の人員数を除いた数値を、医薬情報担当者の数とみ

なしている。また、図において点線で枠囲みされた箇所は、資料がないために前年と同数とみなした

年次である。 
下図より、旧ミドリ十字の医薬情報担当者の数は、フィブリノゲン製剤の製造が開始された 1964

（S39）年以降、右肩上がりで増大している。 
 

図表 4- 27 ミドリ十字の医薬情報担当者数の推移 

 
出所） H20.12.12 田辺三菱提供資料 『研究班からの質問に対する回答（1）』 
                                                  
29 プロパー、レップとも呼ばれていた。現在の MR に該当する。以下、資料からのの引用箇所等を除き「医薬情報担

当者」に統一する。 
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一方、ミドリ十字社における総売上高のうち、フィブリノゲン製剤が占める割合を整理すると以下

のようになる。概ね 2～3％の間を推移しており、当時のミドリ十字社における主要な製剤でなかっ

たと考えると、増大する営業組織の主要営業品目であったとは言いがたい。 
 

図表 4- 28 ミドリ十字社における総売上高に占めるフィブリノゲン製剤の売り上げ推移 

年 総売上高 
（万円） 

フィブリノゲン製剤 
売上高（万円） 

総売上高のうちフィブリノゲン

製剤の売上高が占める割合 
1964（S39）年 301,646 300 0.09% 
1965（S40）年 330,831 7,306 2.2% 
1966（S41）年 374,688 6,890 1.83% 
1967（S42）年 412,988 13,177 3.19% 
1968（S43）年 491,790 13,128 2.67% 
1969（S44）年 601,680 12,464 2.07% 
1970（S45）年 739,435 18,412 2.49% 
1971（S46）年 854,169 19,783 2.31% 
1972（S47）年 943,648 26,346 2.79% 
1973（S48）年 1,159,170 27,657 2.38% 
1974（S49）年 1,430,165 31,316 2.18% 
1975（S50）年 1,670,833 35,054 2.09% 
1976（S51）年 2,132,472 32,036 1.50% 
1977（S52）年 2,904,050 50,007 1.72% 
1978（S53）年 3,676,736 27,252 0.74% 
1979（S54）年 4,554,364 26,584 0.58% 
1980（S55）年 5,996,182 27,681 0.46% 
1981（S56）年 7,116,812 36,402 0.51% 
1982（S57）年 8,041,368 31,366 0.39% 
1983（S58）年 8,449,306 43,408 0.51% 
1984（S59）年 7,968,000 50,046 0.62% 
1985（S60）年 7,828,700 35,218 0.44% 
1986（S61）年 7,901,100 46,570 0.58% 
1987（S62）年 7,608,100 45,396 0.59% 
1988（S63）年 7,370,800 7,658 0.10% 
1989（H 元）年 7,313,300 2,628 0.03% 
1990（H2）年 7,279,300 0 - 

出所） H21.1.9 田辺三菱提供資料 『研究班からの質問に対する回答（3）』 
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図表 4- 29 ミドリ十字社における全売り上げに占めるフィブリノゲン製剤の売り上げ推移30 
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出所） H21.1.9 田辺三菱提供資料 『研究班からの質問に対する回答（3）』 

 
 

                                                  
30 計算の条件は以下の通りである。 
  ・総売上高については、有価証券報告書、事業報告書等の正式文書を参照した。 
  ・フィブリノゲン製剤売上高については、社内に発売当初からの売上実績データが一部を除き現存していないた

め、データの連続性を重視する観点から、H14.8.9 付厚労省への報告書の製造記録書を基に、当時の生産本数

に当時の薬価を掛けることで算出した。 
  ・また、生産本数等の記録が全て残っている訳でなく、フィブリノゲン製剤の売上高と同じ指標で比べることは

できない。 
  ・今回記載したフィブリノゲン売上高は計算値であることから、実際の売上高は若干低くなる。 




